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研究計画内容 〔研究の背景〕 

プラスチック使用量の増大は、海洋汚染や地球温暖化を進めるなど、重要な環境問題であ

る。また、プラスチック廃棄物問題は世界でも深刻な課題である。特に、日本のプラスチッ

クごみの廃棄量は世界第２位となっており、日本においても重要な課題である。  

「脱プラスチック」を目指すため、インターネットやチラシなどの媒体を通じて、プラス

チック使用を減少させるように意識を変革させるための啓発活動が行われている。 

しかし、笹尾(2023)によれば、環境意識の高い人には効果があるが、環境意識の低い人は

実際に行動に移す確率は低いと指摘されている。そこで、我々は環境意識の低い人の行動

変容を促すために有効な手段として、デポジット制度に着目して研究をおこなう。デボ

ジット制度とは、購入時に製品本来の価格に余分に一定額の預かり金（デポジット）とし

て上乗せして販売し、製品を使用後に使用済み製品を所定の場所に返却すれば、購入時に

徴収した預かり金（デポジット）の全部もしくは一部を返却者に払い戻す制度である。デ

ポジット制度を導入すると資源の効率的利用や廃棄物の削減、環境への負担軽減などの効

果が知られている。 

〔研究内容〕 

大学生を対象としたアンケート調査を用いて、ペットボトルにデポジット制度を導入し

た時にどれくらいの金額で消費者の意識が変化するのか、デポジット制度を導入した時に

得られる効果などを分析する。デポジット制度を使用して環境へ配慮していくことや、デ

ポジット制度の効果や大学生の関心などの分析も検討する。これらの結果を踏まえて、デ

ポジット制度の課題を分析し、メリットやデメリットを考察する。また、大学生がどれく

らいデポジット制度へ関心を持っているのか分析して、効果的にデポジット制度を広める

方法も検討する。 

〔期待される効果〕 

この研究結果は、デポジット制度の活用によってペットボトルなどのプラスチック製品の

ポイ捨て減少に貢献すると考えられる。さらに、海洋汚染や地球温暖化などの環境問題を

身近な問題として考えるように人々の意識を変化させる一助となることが期待される。 
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